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１．研究の目的 
 耐風設計において，設計風速の範囲で最大応答値に基づく部材の応力や許容変形，最大加速
度の評価がなされることが一般的である。しかし，累積疲労損傷のように，一度では被害をも
たらさない荷重であっても，非常に多数回の繰返しにより部材への損傷が累積・進展すること
が懸念される。特に風荷重は地震荷重に比べると作用時間が長いため，その影響が大きいと考
えられる。加えて，近年は，社会資本を長期にわたり有効に使用し続けようとする構造物の長
寿命化の要請がある。本研究は，風荷重について累積的に作用する効果を総合的に把握するた
めに実施する。 
 
２．研究の方法 
 本共同研究はこれまで継続的に実施され，強風による疲労損傷の評価手法とその評価結果に
及ぼす諸要因の影響が徐々に明らかになりつつある。今年度の共同研究では，これまでの手法
の開発や研究成果を踏まえて，さらに検討事例を増やし，一般的な議論に結び付ける検討を行
った。 
 
３．研究成果 
１）共同研究会での知見の他学協会へのトランスファー活動として，建築物に用いられる構造
材料の疲労特性について，検討した。特にアルミニウムは軽量で表面に形成される酸化膜によ
る耐腐食効果，加工の容易さ等から，住宅や小規模建築物への付加工作物として適用例が多い。
アルミニウム建築構造協議会では，構造材料としてのアルミニウムの疲労設計に関する規準策
定を検討しており，風荷重の及ぼす影響について規準案策定作業（主査：中込忠男，信州大学
名誉教授）へむけて情報交換を行った。（安井，規準案策定委員として，大熊，佐藤，寺崎，西
島，松井，規準案内容についての詳細意見とりまとめ） 
 
２）繰返荷重効果の影響が懸念される部材として，制震ダンパーを取り上げ，繰返荷重効果の
指標として用いられている累積塑性変形倍率と累積疲労損傷度の比較検討を行った。特にこの
分野で先行研究をしている，千葉大学 岡野創教授に研究情報の提供を受け，講演会をしていた
だく準備をした。 
 
３）疲労損傷が懸念される部材として，鋼製ダンパーを取り上げ，座屈拘束ブレースの損傷度
評価方法について JEF スチール植木卓也氏に過去に実施された実験結果等の情報提供を受けた。 
 
４）以上をとりまとめ 2020 年 2 月 26 日に招待講演を含む公開研究会を計画したが，新型コロ
ナウイルス感染症拡大のため研究会は中止された。公開研究会の内容についてはメールで情報
の交換を続けた。 
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6．要約(Abstract) 
研究課題名：構造部材の強風による累積疲労損傷評価法に関する研究 
研究代表者名 大熊 武司（神奈川大学工学研究所・客員教授） 
 
 耐風設計において，設計風速の範囲で最大応答値に基づく部材の応力や許容変形，最大加速
度の評価がなされることが一般的である。しかし，累積疲労損傷のように，一度では被害をも
たらさない荷重であっても，非常に多数回の繰返しにより部材への損傷が累積・進展すること
が懸念される。特に風荷重は地震荷重に比べると作用時間が長いため，その影響が大きいと考
えられる。加えて，近年は，社会資本を長期にわたり有効に使用し続けようとする構造物の長
寿命化の要請がある。本研究は，風荷重について累積的に作用する効果を総合的に把握するこ
とを目的とする。 
 本共同研究はこれまで継続的に実施され，強風による疲労損傷の評価手法とその評価結果に
及ぼす諸要因の影響が徐々に明らかになりつつある。今年度の共同研究では，これまでの手法
の開発や研究成果を踏まえて，さらに検討事例を増やし，一般的な議論に結び付ける検討を行
った。 
１）共同研究会での知見の他学協会へのトランスファー活動として，建築物に用いられる構造
材料の疲労特性について，検討した。特にアルミニウムは軽量で表面に形成される酸化膜によ
る耐腐食効果，加工の容易さ等から，住宅や小規模建築物への付加工作物として適用例が多い。
アルミニウム建築構造協議会では，構造材料としてのアルミニウムの疲労設計に関する規準策
定を検討しており，風荷重の及ぼす影響について規準案策定作業（主査：中込忠男，信州大学
名誉教授）へむけて情報交換を行った。（安井，規準案策定委員として，大熊，佐藤，寺崎，
西島，松井，規準案内容についての詳細意見とりまとめ） 
２）繰返荷重効果の影響が懸念される部材として，制震ダンパーを取り上げ，繰返荷重効果の
指標として用いられている累積塑性変形倍率と累積疲労損傷度の比較検討を行った。特にこの
分野で先行研究をしている，千葉大学 岡野創教授に研究情報の提供を受け，講演会をしていた
だく準備をした。 
３）疲労損傷が懸念される部材として，鋼製ダンパーを取り上げ，座屈拘束ブレースの損傷度
評価方法について JEF スチール植木卓也氏に過去に実施された実験結果等の情報提供を受けた。 
４）以上をとりまとめ 2020 年 2 月 26 日に招待講演を含む公開研究会を計画したが，新型コロ
ナウイルス感染症拡大のため研究会は中止された。公開研究会の内容についてはメールで情報
の交換を続けた。 
 今後は，上記の公開研究会計画を学協会の活動に結び付け，研究者間への成果展開を図るこ
ととしている。 


